








2 TOP NEWS

第2次 新型コロナウイルス感染予防に係るマスクの配布について
～計11万枚を配布～

携帯型アルコール検知器導入助成金

当協会ではドライバーの皆様への感染予防対策として、全会員を対象にマスクの配布をさせていただき
ましたが、今後、長期に亘る対策が必要とされることから、更なるマスクの確保を進めておりました。
今般、追加配布分の準備が整い、第1次と同様に無償で送付させていただきましたのでご活用ください。

新型コロナウイルス感染症緊急対策

対象期間 令和2年4月1日～令和3年2月25日

対象機器 アルコール検知器協議会が認定した機器（新品・買取のみ）
※次ページ参照。協会ホームページでもご覧いただけます。

助成金額

1台あたり3千円
※機器価格（税抜）が、助成金額を下回る場合は実費相当額。
※別売りの付属品（カード、ストロー等）は価格に含まれません。
※�国や自治体等からの補助金が交付される場合、助成金等合計が機器価格（税抜）を超えない範囲で
実施いたします。

助成台数 会員名簿上の車両台数まで（上限100台）

備 考

令和2年4月1日以降に購入したアルコール機器が助成対象となります。
販売証明書を発行できる販売店が対象となりますので、発注前に確認下さい。
※クレジットカードでの支払いは、助成の対象になりません。
※�インターネットで購入する場合、メーカー直接（中央自動車工業、タニタ等）のオンラインショッ
プのみとなります。

※申請書等は当協会ホームページからダウンロードできます。
http://www.ishitokyo.or.jp/josei.php ホーム〉助成・融資制度
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参考  帰国者・接触者相談センター等への相談の目安が変更となりました。
・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合（→すぐに相談）
・重症化しやすい方（※）で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合（→すぐに相談）
・上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合（→すぐに相談）
※症状が4日以上続く場合（→必ず相談）

政府の「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」をはじめとする政府の諸決定を踏まえ、ト
ラック運送業界における新型コロナウイルス感染予防対策として、実施すべき基本的事項について整理
したガイドラインが策定されました。 ※当協会ホームページよりダウンロードできます。

トラックにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラインについて

（一部抜粋）

健康管理
・�従業員に対して、可能な限り朝夕2回の体温測定を行った上で、その結果や症
状の有無を報告させ、発熱やせき等の症状がある者は自宅待機とする。特に、
息苦しさ、だるさ、味覚・嗅覚障害といった体調の変化が無いか重点的に確認
する。

事業所での
勤務

・�従業員が、できる限り2メートルを目安に、一定の距離を保てるよう、人員配
置について最大限の見直しを行うよう努める。

・�窓が開く場合、1時間に2回程度、窓をあけ換気に努める。建物全体や個別の
作業スペースの換気に努める。

事業所での
休憩・休息
スペース

・共有する物品（テーブル、椅子等）は、定期的に消毒する。
・�喫煙を含め、休憩・休息をとる場合には、屋外であっても2メートル以上の距
離を確保するよう努める、一定数以上が同時に休憩スペースに入らない、屋内
休憩スペースについては常時換気を行うなど、いわゆる「三つの密」を避けるこ
とを徹底する。

点呼

・�対面により運転者に対して点呼を行う際には、適切な距離を保つこと、運行管
理者等と運転者の間にアクリル板や透明ビニールカーテンなどを設置するこ
と、換気を徹底すること等により、いわゆる「三つの密」を避けるための取組を
行う。

・�疲労、疾病等を報告させる際には、体温測定の結果を報告させることによる体
調の確認を行うこと等により、健康状態を確実に把握するとともに、発熱やせ
き等の症状があることが確認された場合には、自宅待機とする。

運行中

・�荷物の受け渡し、荷役等において、マスクや手袋を着用するとともに、書類の
受渡しや荷物の積み卸しの際には、相手先との直接接触を減らすよう努め、荷
積み前や荷卸し後は車内の消毒に努める。

・�乗務員に対し、乗務中に発熱や体調不良を認めた時は運行管理者に連絡を入れ
ることを徹底するとともに、乗務を中止させる。

従業員の感染が
確認された場合

・保健所、医療機関の指示に従う。
・�感染者の行動範囲を踏まえ、感染者の勤務場所の消毒を行うとともに、必要に
応じて、同勤務場所の勤務者に自宅待機をさせるなどの対応を検討する。

Vol.239    いしかわトラックのひろば6月号
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1．初任運転者への「初任診断」及び事故惹起運転者への「特定診断の受診」
受診の期間について、「やむを得ない事情がある場合には、乗務を開始した後1か月以内」に受診す

ることと規定されているが、緊急事態宣言期間に2か月を加えた期間は、当該受診期間に含め
ないものとして扱われます。

2．高齢運転者への「適齢診断」
受診の期間について、「65才に達した日以後1年以内」、「65才以上の者を新たに運転者として選任

した場合は、選任の日から1年以内」及び「その後3年以内ごと」に受診することと規定されているが、
緊急事態宣言期間に2か月を加えた期間は、当該受診期間に含めないものとして扱われます。

適性診断の受診の取扱いについて

新型コロナウイルスへの感染やそのおそれを理由に、運転免許証の通常の更新手続を受けることが
できない・できなかった方についての特例措置。

1．運転免許証の有効期間が令和2年7月31日までの方
※�又はすでに運転免許証の有効期間の延長措置の手続行い、延長後の有効期間が令和2年7月31日ま
での方

更新期限の前に、「運転免許センター」または「各警察署、庁舎」で手続きすることにより、更新期
限後であっても3ヶ月間は運転が可能。※郵送による手続きも可能となりました。
（注意事項）
①運転免許証の有効期間内に手続きしない場合は、免許が失効となります。
②�指定措置を受けた場合でも、有効期限後3か月以内に講習の受講や適性検査の受検を含む、通常の
更新手続きを受けない場合、免許が失効となります。

2．免許証の更新期限が過ぎてしまった方
新型コロナウイルスを理由として、有効期間までに更新手続を行うことができず運転免許を失効さ

せた方は、運転免許の失効から最長3年以内かつ新型コロナウイルス拡大の終息から
1か月以内であれば、やむを得ない理由があったものとして失効手続をすることができます。
（注意事項）
①運転免許が失効している間は、車両の運転をすることはできません。
②失効手続をすることで、学科試験、技能試験を受けることなく運転免許の再取得が可能です。

※詳しくは、協会ホ ムペ ジ又は石川県警察本部のホ ムペ ジをご覧ください。

運転免許証の有効期限の延長措置等について

お問合せ 石川県運転免許センター TEL 076－238－5901

Vol.239    いしかわトラックのひろば6月号
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「雇入れ時の健康診断」及び1年以内ごとの定期「一般健康診断」
一般健康診断の実施時期を令和2年6月末までに実施することが求められるものについては、延期

することとして差し支えありません。
健康診断の実施時期を延期したものについては、いわゆる“三つの密”を避け、十分な感染防止対策

を講じた健康診断実施機関において、できるだけ早期に実施することし、令和2年10月末まで
に実施してください。
なお、健康診断実施機関の予約が取れない等の事情により、やむを得ず10月末までの実施が困難

な場合には、可能な限り早期に実施できるよう計画を立て、それに基づき実施する必要があります。

健康診断の実施時期の延期について

労働保険料等の申告期限・納付期限（年度更新期間）が令和2年8月31日まで延長されました。
また、新型コロナウイルス感染症の影響により、事業に係る収入に相当の減少があった事業主の方は、

申請により、労働保険料等の納付を1年間猶予することができます。※次ページ参照。

《申告期限》
従来 延長後

令和2年6月1日
～同年7月10日

令和2年6月1日
～同年8月31日

《納期限》
従来 延長後

全期・第1期 令和2年7月10日 令和2年8月31日

なお、延納（分割納付）をしている場合の第2期以降の納期限については従来
どおりとなります。

個別事業場 事務組合
第2期 令和2年11月2日 令和2年11月16日
第3期 令和3年2月1日 令和3年2月15日

※�労働保険の年度更新は管轄の都道府県労働局や労働基準監督署への郵送又は電子申請でも受
け付けており、直接窓口へ出向くことなく申告することが可能です。

労働保険料等の申告・納付期限の延長について
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